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3－1．成長志向事業者活躍促進事業　事業調書（計画）

社

者

社

（担当者：尾持）豊能町商工会

事業名 スモールビジネス創業支援事業 事業番号 1

事業
の概
要

事業概要 創業の起点を包括的にご理解いただき、創業の実現に向けた支援を行う事業。

事業の目的
（現状や課題をどのような

状態にしたいか）

企業ニーズ
（内容・把握方法等）

支援する対象
（業種・事業所数等）

豊能町域内外の創業前の個人を対象とする。

創業を取り巻く経営環境は、物価高騰の長期化や人手不足、消費行動の変化など課題は多く、創業支援
においても社会や地域特性を踏まえた実践的な支援が求められている。
本事業では、スモールビジネスなど創業希望者を対象に、創業に必要な心構えや各種手続き、制度の基
礎知識を体系的に提供するとともに、創業当初の記帳支援をもとに、事業計画書の作成支援を通じて、
実現性と持続可能性の高い事業づくりを包括的に支援し、成長意欲のある創業希望者の事業主化を目指
す。
あわせて、伴走型支援につなげることで、事業の早期安定化と創業定着を促進し、地域経済の持続的な
成長活性化を図ることを目的とする。

成果指標 代表指標

具体的な実施内容
※ いつ・どこで・何を・どのようにする
のかを時系列順に明確に記載すること。
※成果指標の実現に向けた取組が分かるよ

うに記載すること。

(創業セミナー)　20社
【時期】10月頃開催予定。（場合によっては複数回開催）
【方法】オンライン配信による実施を検討。
【内容】講師を専門家へ依頼し、各種制度の説明・制度改定並びに創業に関する要点や留意点等を解説していただ
き、持続的な事業計画へとつなげるためのセミナーを開催する。
【手法】セミナー　　講師：創業、事業計画書作成支援に精通した専門家に依頼
創業に必要な基礎知識や経験、アイデアや企業に対する制度の流れ等を講義で習得してもらい、具体事例、体験談
を学ぶ。創業の勘所について支援施策の紹介等を行い、スムーズな事業運営を形に実現できるように支援する。

(ハンズオン支援)　5社
セミナー参加者のうちから意欲ある事業者に対してハンズオンとして事業計画作成を行い、事業展開へと繋げられ
る支援を行う。

(個別支援)　34社
セミナー後、希望者に対して、記帳支援（13者）、資金繰り計画作成（13者）、販路開拓（8者）を個別に支援
し、円滑な創業へとつなげる包括的な支援を行う。

創業者数 数値目標

事業分野

主な
事業
の目
標

3

総支援対象企業数

その他目標値
目標値の内容⇒

スモールビジネス支援

設定根拠及び
募集方法⇒

過年度開催のセミナー参加企業の実績数をもとに算出。
チラシ、会報、WEB、行政広報等によりPRを行う。また、行政広報誌やメルマガに
も掲載し、広く事業者にＰＲを行う。59

これまでの取組状況
※地域活性化事業からの振り替えで実施す

る事業の場合に記載すること。

「夢を叶える 創業セミナー」
令和7年11月1日～令和8年1月31日開催　　参加社数　21名（年度末見込）
創業のアイデア整理から、開業までの段取り、儲かる仕組みの設計、創業計画書の作成、資金計画に至るまで、創
業前後に必要となる基礎知識を体系的に学べる内容として実施した。
今後は、開催前の周知期間を十分に確保し、関係機関と連携した広報を強化するとともに、対象者像を明確にした
訴求を行うことで、参加しやすいセミナー運営を目指す。あわせて、実際の創業事例や成功・失敗体験を取り入
れ、受講者が自分事として捉えやすい内容とすることで、満足度向上と参加者増加につなげる。



3－1．成長志向事業者活躍促進事業　事業調書（計画） （担当者：尾持）豊能町商工会

円 × 社 × ＝ 円

⇒ 円 × 社 × ＝ 円

円 × 社 × ＝ 円

円 × 社 × ＝ 円

円 × 社 × ＝ 円

社 （小計）

円 × 社 × ＝ 円

⇒ 円 × 社 × ＝ 円

円 × 社 × ＝ 円

円 × 社 × ＝ 円

社 （小計） 円

計 円

円

円 × ＝ 円 （

代

○ 円

　 円

　 円

　 円

　 円

別紙：積算根拠となる支援対象企業数と支援対象企業の変化について

社

%

社

社

745,000

個別支援に要する経費
算定基準

（行が足りない場合は、⇒の行に
挿入）

事業の運営経費
算定基準

（行が足りない場合は、⇒の行に
挿入）

積算単価 支援企業数 係数

20,000

支援企業数 係数

1.00 505,000

積算単価

25,000

20,000

404,000

101,000 5

事
業
の
目
標
①

支援対象企業数の合計

設定根拠及び
募集方法⇒

過年度開催のセミナー参加企業の実績数をもとに算出。
行政広報、ＤＭ、Ｗｅｂ媒体等を活用し、参加事業所を募集。巡回、来会者などにも
ＰＲする。

20

支援対象企業の
変化

指標 創業・事業に対する意識が向上した事業所の割合 数値目標 70

その他目標値

目標値の内容⇒

補助金の団体配分
（「代」欄には、中核団体またはﾋ
ｱﾘﾝｸﾞで説明する代表団体に○）

商工会・会議所名 配分額 支援企業数 役割（配分の考え方）

豊能町商工会 1,654,000 59

補助対象事業費

計 34

1.00

1.00

1.00

補助対象事業費

325,000

260,000

160,000

1,654,000

13

13

8

25 909,000計

補助対象事業費　計

算 出 額 補助率 （受益者負担）

1,654,000 1.00 1,654,000 円）

受益者負担 受益者負担額の積算

補助対象事業費

20,200 20 1.00

事
業
の
目
標
②

支援対象企業数の合計

設定根拠及び
募集方法⇒

過年度開催のセミナー参加企業の実績数をもとに算出。
行政広報、ＤＭ、Ｗｅｂ媒体等を活用し、参加事業所を募集。巡回、来会者などにも
ＰＲする。セミナー参加者から連続的に参加を募る。5

支援対象企業の
変化

指標
創業に対して意識向上し、創業に向けて取り組んだ事業者
数

数値目標 5

その他目標値
目標値の内容⇒


